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 その結果、熱傷前では各測定項目につき両群間に差はみられなかったが、熱傷後６時間ではMA群でGlu群に比
し血清サイトカイン値の上昇が有意に抑制されていた(TNF-α，IL-6:p＜0.05,IL-1β，IL-10:p＜0.01)。また
MA群ではGlu群に比し回腸粘膜の浮腫は軽度にとどまっており、またMLNの菌量は有意に少なく、BTが抑制され
ていた(p＜0.01)。熱傷3日後では絨毛はMA群でGlu群に比し有意に長く保たれており(p<0.05)、MLN、肝の菌量
が有意に少なく、BTが抑制されていた(MLN:p<0.05, 肝:p<0.01)。体重変化は熱傷後ではMA群でGlu群より有意
にその減少が抑えられていた(p＜0.05)。回腸粘膜におけるSCOTの発現は熱傷前よりみられたが、熱傷後6時間
において最も強く、侵襲下におけるMAの利用の亢進が推測された。 
 以上より侵襲下におけるMAの経腸投与はBTを抑制し、また全身の侵襲反応を抑制することが示唆された。 
 本論文は侵襲下における新しい栄養学的治療の開発に寄与するものと考えられる。従って本研究は博士（医
学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
